
























Pieds-Noirs Cartoonist Jacques Ferrandez and His Representation of Algeria: 
Pluralist Vision in the Notebooks of the Orient 
Etsuko AOYAGI 
French cartoonist Jacques Ferrandez was born in Algeria under the French rule. He 1s 
one of Pieds・Noirs, i.e. 1叫 lionpeople who repatriated from Algeria to mainland France 
before and after Algerian independence. Recently, Pieds・Noirs activists'historical view 
has gained wider recognition in F1・ance, leading to a "war of memories." In this context, 
it is common to imagine Pieds・Noirs as a unitary group of egotistic advocates embracing 
strong nostalgia to their past. This paper will focus on Ferrandez's Notebooね ofthe Orient 
(original title: Carnets d'Orient, 10 vols., 1987・2009), a panorama of French occupied 
Algeria, in order to clarify the author's pluralist vision, which is opposite to the so-called 
main trend of Pieds・ Noirs. Furthermore, the graphic novelist will be regarded, contrary to 
harsh criticism against him, as an alternative model of younger generation of Pieds・ Noirs 
who can have an impartial view about the historical reality while being affectively and 





























































































る14。1999年 10月、それまで国内紛争とされてきた 1954年から 62年までのアル
ジェリアでの武力衝突を正式に国家間レベルの「戦争」として認める法律が成立す


























































































いく。まずアルジェリア人作家ラシード・ミムニ RachidMimouni (1945-1995) 30 
















てマンガ化する (LePremier homme, 2017)。ほかに植民地支配終結直前のアルジェ
を舞台にしたモーリス・アッティア MauriceAttia (1949- ）の犯罪小説『ブラック・
アルジェ』 (2006) のマンガ化 (Algerla Noire, 2012) もおこなっている。
なお『最初の人間』の出版に合わせて、自作についての解説を含むエッセイ『わ



















































夜までの約 120年間を数十年間隔で描く第 1巻から第 5巻まで（以下、第 I部とす
る）と、独立闘争の 7年間を描く第 6巻から第 10巻まで（以下、第 I部とする）



















































































































































3 たとえば以下に詳しい数字が示されている、 Kateb2014, p.83、足立 2016,p.574。入植の
進展については工藤 2013,p.91のグラフおよび付随する説明 (pp.90-94)、ほかに松浦
2009、pp.573-574も参照。
4 ヨーロッパ系住民については、 3年の居住を条件にフランス市民権を与える法律が 1865
年に、また、アルジェリア生まれの者に自動的にフランス市民権を与える法律が 1889年
に制定される。
5 平野 2002,p.186. 
6 アルジェリアのフランス人たちの意識の変化については以下を参照のこと。足立 2016,
pp.575-577。
7 Ibid, p.571. 
8 アルジェリアからの引揚者問題については日本でも研究が蓄積されている。足立 2008,
2012,2016、足立・渋谷 2012、松浦 2006,2009、松沼 2013など。
9 フランス政府はアルジェリア独立に伴って本土への移住者が多く生じることを予想し、
















14 二つの法律をめぐっては、大嶋 2016および大嶋 2017の第 3章 (pp.71-91) に詳しい。
15 「『北アフリカにおける活動』を『アルジェリア戦争もしくはチュニジアとモロッコにお
ける戦闘』という表現に置き変えることに関する法律」 (1999年 10月 18日）。
16 「フランス人引揚者に対する国民の感謝および支援に関する法律」 (2005年 2月23日）。









20 ピエ・ノワール団体の活動の変遷を 3段階に分類した Matsuura2007, pp.49-50を参照した。





22 Cohen 2002, pp.132sq.では、彼が接した多くのピエ・ノワールたちが、植民地時代のアル
ジェリアではいかなる民族的軋軽もなく平和裏に共存していたという証言をこぞって繰
り返していたことを衝撃的な集団幻想として報告している。

















太陽の力賞 prixcoup de coeur coup de soleil」。読者による人気投票形式ですぐれた作品を
選び、普及に努める。
28 アスマン 2007,p.29。
29 第 4巻、第 6巻がそれぞれマンガ賞を受賞したほか、シリーズの全体に対して 2012年に
雑誌『イストリア』の審査員特別賞が与えられた。









されている (Ferrandez2006, pp.31-34, 35-37)。
34 各巻のタイトルと刊行年は以下の通り。第 1巻『ジャミラ』 Djemi!ah,1987、第 2巻『炎
の年』 L'Anneede.feu, 1989、第 3巻『南部の少年』 LeFils du sud, 1992、第 4巻『百年祭』
Le Centenaire, 1994、第 5巻『王女の墓地』 LeCimetiere des princesses, 1995、第 6巻『姿
なき戦争』 LaGuerrefant6me、2002、第 7巻『爆弾通り』 Ruede la bombe, 2004、第 8巻『ジ
ェベル・アムールの娘』 LaFi/le du Djebe! Amour, 2005、第 9巻『最後の住まい』 Derniere
demeure, 2007、第 10巻『悲運の土地』 Terre.fatale,2009。第 5巻と第 6巻の刊行の間には
7年間の空白がある。 2008年には第 1-5巻をまとめた第 1集、 2011年には第 6-10巻をま
とめた第 2集が刊行された。ただし版形がやや小さくなったほか、元の各巻の巻頭ない
し巻末に付されていた解説や資料が省かれ、新たな序文が置かれている。
















38 Nonnenmacher 2008, p.103sq. 


















43 McKinney 2001. 
44 Ibid., p.43,47. 
45 Ibid., p.50. 
46 Stil 2017, p.299. 
47 Ibid., p.295. 
48 Ibid., p.306. 
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49 Stil 2017, pp.300-306. 
50 Hirsch 2012.「ポスト・メモリー」の定義については p.5参照。
51 Stil 2017, p.295. 
52 Hirsh 2012, pふ
53 Ferrandez 2017b, pp.205-206. 
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